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多成分燃料であるガソリンの各成分は互いに異なる蒸発挙
動を示す。本研究では、噴霧とその壁面衝突によって形成
される液膜の蒸発に対して多成分の効果を高精度に予測可
能な数値解析モデルを構築し、PM/PNの生成予測精度向上
に貢献する。

3D-CFDコード KIVA4をベースに、以下を実施
・液相の非理想性を考慮した蒸発モデルの導入

→ 極性物質を含む様々な多成分燃料に対応
・気相の非理想性を考慮した蒸発モデルの導入

→ 低圧から高圧の雰囲気場に対応
・伝熱面過熱度を考慮した壁面衝突モデル(同志社
大学による改良版)の多成分燃料への拡張

ベースコード
の改良点提示

液滴蒸発モデル
の高精度化

モデルの評価
と改良

PM/PN低減策
の提示

液膜蒸発モデル
の高精度化

伝熱面過熱度とWe数による
分裂形態の変化

多成分燃料の
各成分の蒸発挙動
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nC7H16 / m-xylene (@400K) nC7H16 / EtOH (@343K) 

Calc.

Calc. Calc.

Calc.

Exp.

Exp.

二成分系の気液平衡推算の例

・KIVA4のオリジナルコードへの液滴分裂モデル・KH-
RTモデル*の導入とテストラン
・活量係数の計算にUNIFAC法、状態方程式にSoave-
Redlich-Kwong式を用いる気液平衡推算コードは構築済
・KIVA4への気液平衡推算コードの組み込みに着手
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Vapor-liquid equilibrium (VLE) condition :
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Prediction of fugacity coefficient :

Soave-Redlich-Kwong equation of state :
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Modified Huron-Vidal 1st order (MHV1) model :
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Activity coefficient UNIFAC method

導入する気液平衡推算法

独自計算格子でのテストラン

・気液平衡推算コードの導入
・多成分燃料用壁面衝突モデルの構築
・本プロジェクト用の格子と条件に基づいた数値解析
・各研究機関の実験値に基づく噴射初期条件設定ならびに
計算結果の評価とモデルの改良

PM
グループ

* Beale J. C. and Reitz, R. D., Atomization and Sprays, Vol.9, 1999
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